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■本年中の糸島市の主な出来事や取組

◎新型コロナウイルスワクチン接種推進に向け『接種事業室』を設置
⇒大規模な接種体制を速やかに整備するため1月に設置。5月から65歳以上高齢者の接種
を開始し、順次対象を拡大。現時点で、全体の約85％が2回目の接種を終了。

◎市の大型プロジェクト『糸島市運動公園』及び『新庁舎』が着工
⇒運動公園は12月に着工、令和5年7月の供用開始を目指す。新庁舎は、7月に実施設計が
完成し、来年1月に着工、令和6年1月の供用開始を目指す。

◎東京オリンピック・パラリンピックで糸島市出身の２選手がメダルを獲得
⇒林咲希選手所属の女子バスケットボール日本代表チームが、銀メダルを獲得。
また、瀬戸勇次郎選手が柔道男子66kg級で銅メダルを獲得。

◎糸島市の人口が過去最高を更新
⇒2021年11月末現在、103,134人で過去最高を更新し、今後も増加を見込んでいる。
昨年と比較し、約800人が増加。

◎『糸島市ふるさと応援寄附』の寄附額・寄附件数がともに過去最高に
⇒令和2年度の寄附額11億3,388万円、寄附件数5万1,055件で、過去最高を記録。
返礼品数の増加、巣籠需要を含む市場の成長、サイトアクセス数の増加が主な要因。

◎姫島に『公衆無線LAN』を整備！大容量のデータ通信が可能に
⇒福吉小と姫島の拠点（姫島小、はまゆう）にパラボラアンテナを設置。海上無線通信
により大容量のデータ通信が可能となった。4月に供用を開始。

◎糸島市で初めての『小規模特認校制度』を長糸小学校で導入
⇒児童数減少で長い間クラス替えができない状況。望ましい学校規模に近づけるため、
来年度からの特認入学を希望する児童の募集を開始。各学年3人程度を募集。
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◎出会いと結婚を支援する窓口『いとしま出会いサポートセンター』がオープン
⇒少子化対策や定住促進につながるよう、結婚への機運醸成を目的に、9月にオープン。
登録者の引き合わせから成婚までをサポート。現時点の登録者数は83人。
※そのほか、結婚支援として、『糸島市結婚新生活支援金』を創設。

◎『波多江駅自由通路』が完成！駅南口からの利用がより便利に
⇒通路幅員の拡大、階段数の減少、エレベーターの設置など、バリアフリー化への対応
も含め、利用者がより利用しやすい駅として整備。10月に供用を開始。

■その他

◎包括的な福祉支援を目指して『福祉の総合相談窓口』を開設

◎待機児童解消に向けて『福岡市との保育所等広域利用』を開始

◎GIGAスクール開始７月にはオンラインによる全中学校一斉授業を実施

◎学術研究都市の居住機能として『糸島市泊土地区画整理事業』がスタート

◎糸島サイエンス・ヴィレッジの実現に向け『一般社団法人ＳＶＩ推進協議会』を設立

◎防災・住民活動・地域交流の拠点として『前原南コミュニティセンター』を建替え

◎生活ガイド.com『全国戻りたい街ランキング』で糸島市が7位にランクイン

◎コロナ禍の観光地域再生に向けた産学官金連携による『オール糸島地参地商』

◎市役所の各種手続きで押印が不要に

◎『よかまちみらいプロジェクト』の実証実験を開始
⇒３月から実証実験を始めた『オンデマンドバス』は、10月から本格運行開始。
また、6月から、第４弾として『エネルギーマネジメント・モビリティ実証』を開始。
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